







































1　Anna Suranyi, The Genius of the English Nation: Travel Writing and National Identity in Early 
Modern England, Newark, 2008; John Parker, Books to Build an Empire, Amsterdam, 1965.　また、
第 62 回日本西洋史学会大会（2012 年 5 月、明治大学）における Aishwarya Sugandhi（京都大










































3　パーチャスの著作は大部なものであるが、日本に関する記述を編集した Cyril Wild（ed.） , 
Purchas His Pilgrimes in Japan extracted from Hakluytus Posthumus or Purchas His Pilgrimes, 









































6　アダムスの書簡は、Wild 前掲書に 2 通が所載。また、現存する 11 通の書簡は、田中丸栄子





































7　Anthony Farrington, Trading Places: The East India Company and Asia 1600-1834,  London, 2002, 
pp.42-47.　セイリスの日本航海記は、John Saris, The Voyage of Captain John Saris to Japan, 1613, 
ed. by Ernest M. Satow, ［Hakluyt Society, 2nd ser. no.5］, London, 1900（村川堅固、尾崎義訳『セー















イ Giovanni Pietro Maffei のラテン語著作からの翻訳である。初版は 1555 年に
















た（A Brief Relation of the Persecution lately made against the Catholike Christians 
















































































12　Peter Heylyn, Microcosmus, or A Little Description of the Great World, A Treatise Historicall, 
Geographicall, Politicall, Theologicall, Oxford, 1621.
13　A.W.Pollard and G.R.Redgrave (eds.), A Short-Title Catalogue of Books Printed in England, 










































と第 2書がヨーロッパを、第 3書がアジア、第 4書がアフリカとアメリカを扱
16　Wild, op.cit., p.99; 田中丸、前掲書、35 頁。
17　Heylyn, Microcosmus, p.360.








































19　Donald Wing （ed.）, Short-Title Catalogue of Books printed in England, Scotland, Ireland, Wales, 
and British America…1641-1700 , NewYork, 1948, Vol.2, p.181.
20　Peter Heylyn, Cosmographie in Four Books. Containing the Chorographie and Historie of the 
































る。第 2 版（1655 年）以降の版には、巻末に『悪名高き異端者の提示』










































25　Ross, 2nd ed. （1655）, p.88.
26　Ibid., p.89.
16　　指　昭博
道を開くことになった点にある 
27
。これは、同時期のヘイリンが主観的に日本
の事象を利用したのとは対照的である。
　同じく宗教的な背景を持ちながら、両者の相違の意味するところは何だろう
か。これだけの検証で答えを出すのは避けた方が良いが、その後の、啓蒙主義
的な史論と歴史事象に優劣を認めない歴史主義という、二つの歴史理解の潮流
の萌芽という理解も可能かもしれない。
　また、ヘイリンの著作は、その個性的な価値判断に特徴があるといえる。本
稿では、彼にとっては異世界であった日本の事例を取り上げたが、もっと身近
なヨーロッパ世界、自らの国イギリスなどを、ヘイリンがどのように捉えてい
るかも興味深い点である。今後の課題としたい。
＊　＊　＊
　ヘイリンの『コスモグラフィ』以降、1670 年にはモンタヌスの『日本誌』
の英訳版が刊行され、オランダ経由でも日本の情報が伝わったと思われるが、
イギリス人の意識の中でリアルな世界地図に日本をつなぎ止めるにはいささか
情報が不足していたのかもしれない。スウィフトの『ガリヴァ旅行記』（1726
年）の第 3 部は「ラピュタ、バルニバービ、ラグナグ、グラブダブドリップ、
および日本への渡航」と題され、わざわざ日本の名前が挙げられているが、記
述は章の末尾に、ガリヴァがヨーロッパへの帰還のためにオランダ人を装って
日本を訪れ、将軍に謁見して踏み絵の免除を願い、長崎から帰国の途についた
という「後日談」が記されている程度である。もっとも、第 3部の冒頭に登場
してガリヴァの船を襲う海賊の船長は日本人であったという設定は、鎖国以前
のアジア海域のイメージを反映しているのだろう。つまり、空想の世界である
ラピュタなどと現実の世界をつなぐ、半ばファンタジーの世界として日本が用
いられたといえる。日本がイギリス人の現実の世界に立ち戻るには、まだかな
りの時間を要するのである。
27　那須敬「17世紀イングランドの異端学と宗教の複数性」『西洋史学』219号（2005 年）。
